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研究成果の概要（和文）：世界（記憶）遺産という側面から、あるいはポスト3.11のエネルギー政策という観点から「
石炭ルネサンス」と言うべき状況が生まれているが、これを先取りして我々産炭地研究会は、「炭鉱の普遍性に基づく
産炭地研究・実践の国際的なネットワーキング」を展望しながらも、まずは資料の収集整理という基礎固め作業を継続
してきた。夕張・釧路の個人宅から炭鉱関係資料をサルベージして整理目録化を進行させていることを筆頭に、多数の
資料整理・目録化に成功した。ネットワーキングの面では、全国の博物館・元炭鉱マン・NPO等と関係を確立し、主要
な全産炭地を訪問して資料整理・研究の面でも協働した。

研究成果の概要（英文）：We worked together for the networking of scholars and practitioners who are relate
d to coal industry, coalfields and its regeneration across the borders. To establish a knowledge infrastru
cture required for the cooperation, we salvaged materials and resouces related to mining local history, wh
ich were sometimes just abandoned. Also important was indexing and digitizing of collected materials, in a
ccordance with archivists and curators in main coalfields of Japan. These were preparatory and essential e
fforts towards comparative coalfield study yet to be tackled with in East Asia.
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１．研究開始当初の背景 
 
本研究プロジェクトは、実績を挙げてきた
常磐旧産炭地の総合研究を、北海道空知など
国内類似地域との比較へ、さらに英国南ウェ
ールズとの協力のもとに国際比較へと、広げ
ていくための基盤作業であった。研究分担者
の嶋崎・澤口は、正岡寛司・藤見純子両氏の
監修の下に、早稲田大学が維持してきた常磐
炭砿との協力関係を活用して、当地の炭鉱離
職者ライフコース研究を 10冊におよぶ報告
書にまとめていた。いっぽう中澤・大國・西
城戸・新藤は、住民運動や地域再生に関する
研究歴を土台にし、札幌学院大学 SORDデー
タアーカイブで引き受けた布施鉄治調査コ
レクションを媒介にして 2006年前後から北
海道空知の旧産炭地研究を開始していた。さ
らに 2007年以降には、比較対照群としての
英国南ウェールズ地域との関係を築いた。常
磐グループと空知グループは2008年7月に、
分担者のひとり玉野和志の仲介により出会
い、国内旧産炭地とその再生に関する比較研
究の必要性について合意し「旧産炭地研究
会」を立ち上げ、現地視察・共同研究を開始
していた。また、興味を共有する大学院生の
全国ネットワークを築きつつあった。本課題
は、以上の協力関係のもとに議論され合意さ
れた、「旧産炭地研究会」キックオフ期間 5
年における研究であり、散逸の危機にある空
知の産業遺産資料を網羅的に救出統合し、地
域再生を目指すアーカイブ学的成果を産出
することを目的とした。平行して国内旧産炭
地の研究者・実践家のネットワークを確立し、
次の 5年間で本格的な旧産炭地の比較歴史社
会学へと移行できる態勢を整えることも目
標だった。 

 
２．研究の目的 

 
(1）旧産炭地域における炭鉱遺産を通じた
地域再生に関する調査研究および実践 

(2）炭鉱社会とその後のコミュニティに関
する社会調査を通じた、各炭田の歴史的経路
に関する国際比較 

3）「20世紀資本主義の証言者」としての旧
産炭地の人々の生活史を発掘し、集合的記憶
を伝承していく、 
以上 3つの使命を追究することを長期的な
目的としている。 

 
３．研究の方法 
(1) 資料の探索、目録化、サルベージ、電子
化による研究基盤の確立 
(2) それら文献情報に加えて関係者の聞き
取りによる重層的な情報収集 
(3) 炭鉱離職者に関しては様々な手法を開
発しながら手づるを探し追跡作業を継続 

(4) 関係主体との協働や地道な広報・営業活
動による更なる資料発掘や課題発見 
※下記の『JAFCOF 活動記録 2009-2013 
付・文献目録』および『炭鉱労働の経験とキ
ャリア――夕張炭田を中心に』等に、詳細な
経過報告を収録し、上記の諸方法論について
も述べている。 
 

４．研究成果 
 
本課題名が表現している二つの目標、(1)
散逸の危機に瀕している産炭地資料のサル
ベージ、(2)それに伴う産炭地のネットワーキ
ングおよび産炭地研究の再生、は 5年間で当
初の目論見以上に進展したといえる。産炭地
で段ボール 100 箱以上の資料を救出した他、
『JAFCOF活動記録 2009-2013 付・文献目
録』としてまとめた研究成果報告書に収録し
たように、整理されていなかった 6つのコレ
クションについて資料目録を作成した。また
各地の主要な石炭関係博物館と協働するよ
うになり、鉱山研究会や全炭博研: 全国石炭
産業関連博物館等研修交流会においてパー
トナーとして認知された存在になっている。
具体例として、分担者の嶋﨑は 2012年 11月
24日の全炭博研長崎大会で講演を行った。ま
た中澤は 2013年 2月 9日に東京国立博物館
で開催された「山本作兵衛シンポジウム」に
おいてコーディネイターを務めた。その他、
関係主体と協働して JAFCOF が地域で主催
したイベントや報告会は数多く、地元新聞等
で取り上げられている。直近では 2013年 11
月 30 日に、岩見沢で「空知のヤマの女性た
ちが語る集い」というシンポジウムを主催、
市民と意見交換を行った。それに先立つ 4年
間で主催した 4つのシンポジウムについては、
下記の『JAFCOF活動記録 2009-2013 付・
文献目録』にチラシ等を収録してある。 
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